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よくある質問と回答（2025年５月） 

 

 

 日頃より、当社へのご関心をいただきありがとうございます。今月までに投資家様より頂戴した

主なご質問とその回答について、下記のとおり開示いたします。 

 なお、本開示は投資家様への情報発信の強化とフェアディスクロージャーを目的に、毎月月末を

目途に開示するものです。回答内容については、時点のずれによって多少の齟齬が生じる可能性が

ありますが、直近の回答内容を最新の当社方針として回答を記載しています。 

 

Q1. 曽我野CBDOが代表取締役から退任し、平田会長が再任するようですが、この決定に至った

理由や背景を教えて下さい。 

 

 2025年５月22日付「代表取締役の異動に関するお知らせ」のとおり、現在当社は、株主・投資家

及び関係者の皆様に対して信頼回復をする重要な局面であり、再発防止策の確実な実行及び事業推

進の加速の両方が必要であると認識しております。上記方針に基づき、曽我野は今後、執行役員CB

DOとして業務執行に専念し、現在当社が重要戦略として検討している新たな提携先やステークホル

ダー等とのシナジー追及やM&A等の事業推進に注力してまいります。 

 また、平田に関しましても、上場会社の財務担当役員等を歴任し、内部統制、財務報告制度、グ

ローバルなコーポレートガバナンスに関する深い知見と豊富な実務経験を有しており、2024年７月 

30日から2024年９月３日までの代表取締役会長としての在任期間、そして取締役会長就任後の現在

に至るまで、当社の再発防止策の実行に大きく関与してまいりました。 

 以上の理由により、経営執行と監督の役割をより明確に分担し、透明性及び説明責任を重視した

一層強固なガバナンス体制を推進するため、当該役員人事を決定いたしました。 

 

Q2. 社外取締役に2023年12月期まで在任されていた藤田氏を再起用するようですが、理由や背

景を教えて下さい。 

 

 藤田氏は2024年７月30日の第９期定時株主総会継続会終結時まで当社社外取締役に在任しており

ました。藤田氏は、過去在任期間の活動により当社への理解を充分に有しており、長年のエネルギ

ー業界における経験やグローバル企業における主要役職での経験に基づく幅広い見識を保有してお

ります。これにより、当社の経営全般に関する適切な助言が期待でき、経営の重要事項の決定及び

業務執行の監督を行うにふさわしく、取締役として選任をお願いするものであります。 

 



 

 

 

Q3. 数年前に現オフィスに移転したばかりだと思いますが、今回再度オフィス移転をするのは

なぜですか。 

 

 2025年５月22日付け「定款の一部変更（本店移転を含む）並びに資本金及び資本準備金の額の減

少（減資）に関するお知らせ」のとおり、業務効率向上を目的とした本社機能の移転をするにあた

り、現行定款第３条に定める本店所在地を「東京都中央区」から「東京都港区」に変更するもので

あります。当社は、2020年５月に「ウィズコロナ宣言」を公表後も、柔軟な働き方の実現や、業務

効率化・生産性向上に資するための取組みを行い、様々な時間的制約を抱える社員等がより一層活

躍できるよう、テレワークの推進など各種施策を実行しており、引き続き場所や時間に捉われずに

働ける環境の整備を進めております。この考え方は踏襲しながらも、現在契約しているシェアオフ

ィスから自社オフィスへ移転することで、コスト効率化と社内コミュニケーションの更なる強化を

図り、2025年６月23日に発表を予定しております新中期経営計画の確実な実行に向け取り組んでま

いります。 

 

Q4. ポート社が株式を売却したファンドについて、追加情報があれば教えて下さい。 

 

 2025年５月23日付でBriarwood Capital Partners LPから関東財務局に提出された大量保有報告

書によると、当該ファンドは2013年に設立された米国デラウェア州に所在するリミテッド・パート

ナーシップです。詳細は、前述の大量保有報告書をご確認下さい。 

 なお、当社は、他の機関投資家と同様に、今後、機関投資家としてのIR面談などを依頼された場

合には真摯に対応してまいります。 

 

以 上 


